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メタン (CH4) と一酸化二窒素（N2O）は温室効果気体であり、N2O は成層圏でもオゾン破壊物質として重要な
気体である（IPCC, 2013; Ravishankara et al., 2009）。CH4 と N2Oの大気中濃度増加の主要因は農業、化石燃料燃
焼などの人為発生源と考えられているが、これら気体は生物過程でも生成・消滅し海洋を含む種々の発生源が知
られており、全球収支には不確実性が残されている。北極海ではいくつかの海域において表層水中の CH4 と N2O
が大気に対して過飽和で溶存していることが報告されているが（Kitidis et al., 2010 and references therein）、その生
成機構や大気への発生源としての北極海の理解は進んでいない。本研究では、ベーリング海およびチャクチ海に
おける溶存 CH4 と N2Oの水平および鉛直分布を明らかにするとともに、isotopocule（13CH4 , CH3D, 15NNO, N15NO, 
and NN18Oのように希少な安定同位体で置換された分子種）の存在度に基づいてこれらの生成・消滅過程を解析す
ることを目的とした。 
海水試料は 2012-2015年の 8-9月に GRENEプロジェクトのみらい航海（MR12-E03, MR13-06, MR14-05, MR-15-
03）を利用してそれぞれ 14-22測点で採取された（Figure 1）。特に 2012年はキャビティリングダウン分光法を用
いた CH4 濃度の現場航走観測との比較を行うため広
範囲で表層または水深 5m における採水を行った。
溶存 CH4の濃度は GC-FID、isotopocule 比はガスクロ
マトグラフ-同位体比質量分析計（GC- IRMS）を、
溶存 N2O は濃度、isotopocule 比ともに GC-IRMS を
用いて測定した。 
2012 および 2013 年に観測された CH4と N2O の濃
度はそれぞれ 0.5-48.5 nmol/kg、 9.3-49.0 nmol/kg の
範囲にあり、ほとんどの試料で大気に対して過飽和
であった。最も濃度が高かったのは 2013 年の大陸棚
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Figure 1.  本研究の試料採取地点。年ごとに色分けしてある
が、重なっている点もある。 
